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干歳あめを手にうれしそうな親子'

七五 の 祝 、、

七五三は、 11月15日に3歳(男女)、 5歳 (男)、

7歳(女〕 のこどもが氏神にお参り Lて成長を報告し

今後のすこやかな成育を祈る行事です。

こど Lは 3日の文化の自に繰り上げて行なわれ、 お

ワか らの初雪にもめげず約50名の、かわ、、こちpんミ

が母親どどもに元気でお祈りしま Lた。

世帯と人口 世帯数 2.862

-ーーーーーー

人ロ 11.723(男5.7'田空6.014)44.10哲現在
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自

今
年
度
か
ら
六
カ

年
計
画
で
改
築
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
今

金
小
学
校
校
舎
の
起

工
式
は
、
十
月
九
日

制
度
の
普
及
に
寅
献
)

建
設
現
場
で
閃
辞
岩

マ
勤
続
表
彰

(

二

十

年

以

上

助

約

三

十

名

が

集

ま

つ

統

町

職

員

)

て

行

な

わ

れ

ま

し

た

戸
沢
定
勝
、
石
弁
佼
直
、
吉

凶

新

校
舎
は
、
鉄
筋

辰
雄
、
航
村
栄
古
、
飯

田

政

市

コ

ソ

ク

リ

1
ト
造
り

中

井

誠

司

、

他

桂

文

也

、

浜

川

三

階

建

て

、

総

工

世

邦
田
、
石
井
政
吉
、
稲
恒

武

雄

二

億

二
千
万
円
で
、

ヲ
ワ
入
れ
す
る
町
長

久
保
田
常
次
、
小
関
末
春

、

有

完

成

す

る

と

完

全

暖

;ru--い
ot
i--

賀
正
決
、
米
此
貞
夫
、
宮

谷

吉

開

師

、
水
洗
便
所
な
ど

£

治、
I

寸

け

剛

正

雄

、

柳

良

治

、

重

完

備
し
た
デ
ラ
ッ
ク
凶
千
六
百
万
円
で
十
教
室
な

宕

吉

太

郎

ー

ス

校

舎

と

な

り

ま

す

'

比

一

は

は

同

伴

内

川
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一

大
正
四
年
以
来
五
十
四
年
に

わ

た

り

、

山

守

口

れ

科

目

釘

M
M抗日
一

の
ひ
と
り
と
し
て
今
金
町
に
居
住
さ
埜
て

だ
き
ま
し
た
が
、
今
般
家
事
の
郎
合
に
よ
り
函
み
る
優
良
町
と
な
っ
て
い
ま
す
ヤ
」
と
は
、
喜
び

一

ド

館
に
転
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

こ
の
附
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
寸
い
J
き
北
山

一

、
‘
』
[
己
の
出
H

き
ん
の

ご

む

ず

か

し
い
町
だ
と
か
う
る
さ
L
闘
士
と
か
掛

}

一

私
に
お
寄
せ
い
た

T
L
T
山

I

司
す
る
声
が
耳
に
入
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
其
の

一

叶

厚
志
に
対
し
衷
む
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「

一

私
は
昭
和
三
十
位
十
位
長
を
退
職
し
て
以
来
、
選

姿

を

知
ら
な
い
人
の
声
だ
と
思
い

ま

す

…

そ
こ
で
私
が
町
民
の
皆

-

一

挙
管
理
委
員
長
と
し
て
常

直

町

に

あ

た

っ

て

き
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ

一

円

に
明
る
く
正
L
い
選
挙
執

諸
比
国

?i
と
は
、
町
民
生
体
の
幸
せ

町

一

行

と

そ

の

啓

発

に

つ

と

め

清

水

正

義

を
高
め
る
た
め
町
理
事
者

一

行
政
相
談
員
と
し
て
行
政

一

の
民
主
化
を
、
社
会
稿
制
協
議
会
長
、
迎

合

部

議

会

、
町
民
が

一
体、
と
な
っ
て
聞
く
団
結
山
一

一

…

格
町
内
会
長
と
し
て
町
民
の
幸
せ
を
高
め
る
た
和
の
精
神
に
徹
し
、
対
話
を
通
じ
て
お
た
カ
し

一

に
理
解
と
信
頼
を
深
め
、

思
想
も
政
党
も
利
害

一

泊

め
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
た
つ
も
り
で
す
が、

一

微
力
に
し
て
見
る
へ
き
必
果
を
あ
げ
得
ず
し
て
も
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
和
な
町
づ
く
り

一

一

今
金
町
を
去
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
と
と
も
に
に
ま
い
進
し
て
い
た
ど
き
た
い
こ
と
で
す
。

一

A
V
企
町
が
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
祈
士

L

-

一

深
〈
究
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一

し
か
し
な
が
ら
今
金
町
は
、
町
長
は
じ
め
町
て
込
町
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
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l
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G
i
p
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i
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{
t

ll

治

功

労

者

に

感

謝

状

の宜

固化

永

年

勤

続

町

職

員

も

表

彰

主
化
の
自
の
十
一
月
三
目
、

町
で
は
昭
和
四
十
四
年
度
の
感

謝
状
と
表
彰
状
の
贈
呈
式
を
役
場
会
議
室
で
行
な
い
ま
し
た
。

式
に
は
、
町
議

会
議
員
、
町
験
員

な
ど
約
百
人
が
出

出
、
町
牒
員
と
し

て
二
十
年
以
上
勤

続
し
た
十
八
人
に

表
彰
状
と
記
念
品

続
い
て
町
勢
発
展

の
た
め
功
労
の
あ

っ
た
一
団
体
と
八

人
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
剛
ら
れ
ま

し
た

。

こ
の
あ

と
曽
我
井
議
長
の

お
祝
い
の
こ
と
ば

に
続
き
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
石
井

幼
役
、
清
水
正
義
さ
ん
が
「
感

激
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
町
の
た
め
微
力
を
尽

く
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
ベ

ま

し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
れ
J

で
す

マ
感
謝
状
矧
塁

今
金
町
農
業
協
同
組
合
(
土
地

の
寄
贈
に
よ
り
都
市
計
画
に
貢

献
}
清
水
正
義
、
キ
ソ
(
長
年

地
方
自
治
と
住
民
福
祉
の
た
め

筑
献
〉
田
中
千
代
吉
〔
駅
舎
に

時
計
を
寄
附
し
明
る
い
町

つ
く

り
に
武
献
)
河
田
犠
牢
(
背
世

年
会
館
建
設
の
た
め
多
額
な
資

金
を
寄
付
〕

上
村
延
太
郎
(
開

拓
当
初
よ
り
郷
土
発
展
に
抗
献

〉
西
問
型
蔵
、
松
浦
武
雄
(
交

通
安
全
の
た
め
貢
献
)
田
中
一
ミ

サ
オ
ハ
福
祉
活
動
、
国
民
年
金
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康

保

険

C~U_-. 

tた己こど
めこと 「
皆でい保
き あう険
んら戸税
とたをは
とめ よ 高
もてくい
に国間 」

考保き「
え ~l まよ
て業すい
みの が藁
た内日は
い容ん保
とをと険
思知うが
いつにき
まてそか
すいうな
。たない
だの 」
くかな

医
療
制
度
の
中
心

国
民
健
康
保
険
は
、
勤
め
人

な
ど
を
対
象
と
す
る
被
用
者
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
一
般
住

民
を
対
象
に
、
昭
和
三
十
二
年

五
月
か
ら
始
ま
り
、
こ
と
し
で

十
三
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す

開
始
当
時
は
、
皆
さ
ん
の
負

担
す
る
医
療
費
が
五
割
で
あ
っ

た
も
の
が
四
十
一
年
か
ら
三
割

に
軽
減
さ
れ
、
助
産
費
が
玄
百

円
か
ら
現
在
一
万
円
に
、
葬
祭

授
が
五
百
円
か
ら
二
千
円
に
湘

領
さ
れ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
む

善
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
医
療

制
度
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
費
は
診
療
費

の
値
上
げ
や
流
行
病
の
続
発
な

ど
の
た
め
年
々
増
え
続
け
て
お

り
、
今
年
度
の
予
算
は
昨
年
の

当
初
予
算
よ
り
十
二
%
多
い
五

千
七
百
六
十
万
九
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
世
帯
当

り
に
し
ま
す
と
三
万
八
千
百
五

十

-
円
、
ひ
と
り
当
り
八
千
五

百
三
十
四
円
と
な
り
ま
す
。

国
保
会
計
は
、
こ
の
医
療
費

が
九
十
一

，
掃
を
占
め
、
あ
と
の

九
%
が
幼
産
段
、
事
務
質
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
が
弱
%

で
は
、
こ
の
財
源
の
内
訳
は

ど
う
か
と
い
う
と
、
国
の
補
助

金
が
三
千
四
百
六
十
二
万
三
千

円
と
全
体
の
五
十
五
%
を
占
め

町!lから感謝状を置ける清水夫書

そ
の
館
町
三
Mm
の
残
り
四
十
ニ

席
、
二
千
六
百
五
十
三
万
二
千

円
が
国
民
健
康
m
即
位
税
と
し
て

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
国
保
税
は
、
同

年
当
初
に
比
べ
十
・
八
d
H
上
昇

し
一
世
帯
当
り
一
万
八
千
四
百

六
十
四
円
、
ひ
と
り
当
り
四
千

百
三
十
円
程
度
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

相
互
扶
助
の
精
神
で

国
保
税
は
「
相
互
扶
朗
」

の

精
神
に
基
づ
い
て
公
平
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
医
療
費
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
皆
さ
ん
の
負
担
'も

大
き
く
な
る
わ
け
で
す
。

い
ま
ま
で
述
ベ
て
き
た
こ
と

か
ら
最
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
「
ひ
と
り
当
り

の
医
療
費
が
ど
う
し
て
高
い
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
す

こ
れ
に
は
、
き
き
め
の
あ
る

制他

3" 
1，84‘苓舟

今金小デラックス校全土三三i高
い
薬
が
健
康
保
険
で
も
ど
ん

ど
ん
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
と
や
、
病
院
に
か
か
る
回
数

が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
が
、
む
だ
な
経
費
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
も
見
の
が
せ

ま
せ
ん
。

阜
期
発
見
と
早
期
治
療

山
削
気
は
早
期
発
見
、
早
期
治

般
に
つ
と
め
、

こ
じ
ら
せ
て
長

明

地

%

引

h

3
4
 

雪道てのスリッフ1ニ注意を

」

降雪期に入ると スリ ップ事散が

ふえます。
車間距離を十分にとりましょう。

官

-Z
E
E-
T
-LE7.，
=一言

--z一一言.

(今金町内)

。人
26人

1月1・日より 10月31日まで

1 7件(詰

交通情報

事故の発生

い
開
通
院
を
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。
ま

た
、
自
分
の
選
ん
だ
医
師
を
個

頼
し
な
い
で
、
ひ
と
つ
の
病
気

で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
病
院
を
か

止
る
の
も
む
だ
な
こ
と
で
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
ひ
と

り
ひ
と
り
が
、
む
ど
な
経
費
を

節
約
し
よ
う
と
い
う
心
が
け
が

税
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な

り、

健
全
な
国
保
事
業
の
運
首

に
も
つ
な
が
り
ま
す。

町
の
う
ご
き

j
I
I'
 マ
選
帯
管
理
要
員
長
辻
理
マ

選
#
管
理
署
員
由
浅
章
作
マ

公
醤
住
宅
選
考
委
員
津
島

-

H
マ
今
金
町
連
合
町
内
会
長

斎
藤
苑
マ
今
金
町
迎
合
婦
人
団

体
協
磁
会
長
原
ミ
子
マ
今
金

婦
人
会
長
高
田
八
重
子
マ
今

金
婦
人
防
火
ク
ラ
プ
会
長
内

田
と
も

ま
ず
手
持
ち
の
シ
イ
タ
ケ

の

「ホ
ダ
木
」
を
水
そ
う
か

小
川
を
利
用
し
て
ニ
昼
夜
浸

水
し
ま
す
。
水
か
ら
あ
げ
て

木
口
を
木
ず
つ
の
よ

う
な
も
の
で
二
、
三

回
か
る
く
た
た
き
ま

す
。
次
に
昨
総
し
な

い
よ
う
に
風
の
あ
た

マ。

ら
な
い
暖
か
い
と
こ

ろ
(
十
五
度
前
後
)

1
2

《

に
ム
シ
ロ
か
ピ
ニ

l

で

ル
を
か
け
て
お
き
ま

，ご

す
。
〔
風
巨
場
が
最

ト
ユ

も
よ
い
)

屈
が

五
日
ぐ
ら
い
た
ち

家

芽
が
小
指
の
頭
ぐ
ら

い
に
な
っ
た
ら
取
り

や
す
い
よ
う
に
タ
テ
に
な
ら

べ
ま
す
。
あ
と
は
乾
燥
し
な

い
よ
う
に
時
々
水
を
か
け
る

と
オ
i
ケ

で

す
。
二
、
三

本
ず
つ
順
次
に
や
っ
て
い
ま

す
と
冬
期
間
も
常
時
生
シ
イ

タ
ケ
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

採
取
が
終
っ
た
「
ホ
ダ
木

」
は
雨
が
あ
た
ら
な

培

い
よ
よ
ビ
ニ
ー
ル

ax
な
ど
を
か
け
て
少
々

J
J

サ

乾

燥

気

味

に

し
て
休

正

ま

せ
次
に
備
え
ま
す

不

い

つ
ま
で
も
湿
っ
た

1
ノ

と

こ

ろ
に
世
く
と
菌

(

は
い
つ
も
動
い
て
い

ケ

ま

す

か

ら
、
採
り
た

々
/

い
時
に
水
浸
け
し
て

'

も
い

っ
せ
い
に
で
て

ソ

き
ま
せ
ん
。

レ

春

に

た

く
さ
ん
と
れ

た
「
ホ
ダ
木
」
で
水

浸
け
し
て
も
芽
が
で
て
こ
な

い
の
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

原
因
し
て
い
ま
す
c
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(5) わ

豊
富
な
色
彩
ど
歴
史

加
藤
五
郎

ρ
宅

-
J
J一一一吋
一

・・
3
且

2
-
e

夕、

-

FJ-ι 

国首

O

目
に
し
み
る
よ
う
に

紅
葉
し
た
そ
ミ
シ
、
緑
濃
い

オ
ン
コ

、
白
い
石
ド
ウ
ロ
ウ

(
今
金
産
御
彫
石
〉
と
、
豊

富
な
色
彩
が
小
春
日
和
に
は

え
す
が
す
が
し
い
。

O
樹
齢
八
十
年
の

イ
チ
ョ
ウ
と
シ
パ
〈
局

玉
産
)
が
ト
ド
マ

y
を

背
景
に
、
昭
和
の
は
じ

め
に
作
ら
れ
た
こ
の
庭

の
歴
史
を
物
語
る
。

O
加
藤
さ
ん
は
「

前
の
あ
き
地
を
利
用
し

て
さ
く
ら
を
植
え
、
公

園
に
し
た
い
」
と
意
欲

た
っ
ぷ
り
。

0
・
ォ
オ
シ
マ
イ
プ

キ
ハ
イ
ワ
マ
ツ
)
が
見

守
る
池
で
は
、
オ
ウ
ゴ

γ
、
コ
ウ
ハ
夕
、
サ
ソ
シ
ヨ

ク
な
ど
十
二
種
類
、
約
五
十

匹
の
ユ
シ
キ
ゴ
イ
が
短
い
秩

を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
る
。
|
終
り
l

tE tそ?す貫主し 高年齢者にもう一度

Z f i 主審 j~ 主 ft 国民年金受給のチャンス
開う度、を来い知、 ーーー
こに国こ及のなら制 一・ー

うし民れほ年いな度 L を年でら当利年に し象以か附
と、年らし金人かのた開年の五時に金 問iこたに下ら和国
法畳金のて畳がつ内。い企人十五 L受齢れ。始の四三民
律給に人い給相た容 て。に五十よ給者と ま人 十 十 ::'1:
がの加たまに当たに いの ρ 歳疎うをにと りを九 六金
改チ入ちす大数め つ ま道十まかと有もも ま対歳年は

H
事
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。マ
加
入
で
き
る
人

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
明
治
四
オ
四
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

他
の
い

ず
れ
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い

な
く
、
年
金
を
う
け
る
資
格
を

満
た
し
て
い
な
い
人
。

マ
加
入
申
し
出
期
間

昭
和
四
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
。

マ
保
険
料

月
七
百
五
十
円
で
、
加
入
し

た
月
か
ら
五
年
間
納
め
る
。

マ
年
金
額

納
め
撚
っ
た
翌
月
か
ら
年
額

三
万
円
の
老
齢
年
金
を
支
給
。

マ
加
入
の
手
続
き

役
場
町
民
謀
年
金
係
へ
。

ザ

種
功
労
者

に
表
彰
状

(
団
体
」

マ
消
防
功
労
者
知
事
表
彰

間
分
団
長
奥
原
闇
治

マ
統
計
功
労
者
知
事
表
彰

向
島
松
五
郎

マ
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
表

彰

松

浦

武

雄

マ
納
税
功
骨
表
彰

昭
和
町
納
税
組
合
ハ
桧
山
支

庁
長
)
旭
町
納
税
組
合
(
道
納

税
推
進
運
動
桧
山
支
部
長
)
今

治
町
漉
業
協
同
組
合
ハ
ス
窓
税

務
署
長
)
開
棚
納
税
組
合
)
人

民
地
凶
納
税
貯
者
組
合
連
合
会

)
 よ

ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(
叩
月
分
)

@
出
生
日
名

和
船
秀
明

(附
範

・
南
町
)

工
藤
和
幸
(
和
彦

・
住
吉
)

山
本
雅
史
〈
弘

・
東
町
)

丸
山
容
織
(
窓
敬
・
事
昇
)

藤
島
蹴
チ

(忠

・
栄
町
)

吉
村
さ
お
り
(
教
尊
大
和
町

京
南
真
一
郎
(
博
明
・
新
栄
町
)

菊
谷
恭
尚
(
芳
春

・
昭
和
町
〉

光
谷
泰
雄
(
誠
一
ニ

・
末
広
町
)

川
合
ヒ
ロ
干
(
広
・
関
連
町
)

石
神
浩
之
(
秩
損
・
末
広
町
)

杉
林
正
秀
(
正
孝
・
寒
昇
〉

岡
林
幸
光
(
直
接

・
昭
和
町
〉

@
婚
姻
8
組

岸
忠
重
'
瀬
山
レ
イ
子
〈
究
一
昇

〉
掃
浅
輝
雄
H
松
苔
忍
(
今
金

〉
久
保
田
良
治
目
白
井
総
子
門

V
ニ
等
陸

・
海
空
土

応
募
資
絡
十
七
歳
以
上

初
任
給
約
二
万
九
百
円

V
少
年
自
衛
官

応
募
資
栴
中
学
三
年
ま

た
は
高
校
一
年

初
任
給
約
一
万
八
千
円

い
ず
れ
も
衣
食
住
無
料
、
期

末
手
当
年
間
約
四
・
五
ヶ
月
分

詳
細
は
役
場
町
民
諜
へ

今
金
)
津
村
時
男
H
長
谷
川
ア

ア
子
〈
鈴
金
〉
川
野
茂
H
久
保

玉
子
(
今
金
)
中
川
清
'
広
川

鹿
子
(
稲
穂
)
佐
藤
光
也

1
ニ

術
教
子
(
花
石
)
伊
藤
修
吏
郎

H
長
田
繁
子
(今
金
)

@
死
亡
6
名

荒
井
利
次
刊
(
八
幡
町
〉
高
松

飾
良
引
(
種
川
)
荒
川
ト
夕
刊
叫

(
末
広
町
〉
池
野
林
弥
市
(
南

町
)
中
島
末
時
糊
口
(
昭
和
町
)

県
須
キ
タ
卯
〈
侃
川
〉

11月の納税

国民健康保険税<8期〉
個人事業税<2期〉
12月1日まで


